
令和５年第５回真岡市教育委員会 会議録 

 

１．招集日時 
    令和５年５月２４日（水） 午後２時００分 
 
２．場所 
    真岡市役所 教育委員室 
 
３．出席委員の氏名 
（１）教育委員会教育長        山 中 孝 雄 
（２）教育委員会委員         大 島 克 弘 

 （３）教育委員会委員         佐 藤   進 
 （４）教育委員会委員         邑 樂 美智子 
 （５）教育委員会委員         小 倉 淳 子 
 

４．委員及び傍聴人を除くほか議場に出席した者の氏名 
 （１）教育次長            古 澤 博 之 
 （２）学校教育課長          青 柳 正 子 
 （３）生涯学習課長          荒 石   浩 
 （４）文化課長            伊 澤 幸 夫 
（５）学校給食センター所長      細 谷   亘 

 （６）学校教育課長補佐（兼）総務係長 高 崎 博 美  
 （７）学校教育課教育政策係長     鈴 木 美 苗        
 （８）学校教育課指導係長       保 坂 一 哉 
  
   
５．会議録の作成に当たった者 

    学校教育課長補佐（兼）総務係長 高 崎 博 美 
 
６．令和５年第５回真岡市教育委員会会議録署名委員として指名を受けた委員 

                      大 島 克 弘委員 
 
７．開会時間 午後２時００分 
 
８．令和５年第４回真岡市教育委員会会議録の承認 
  高崎学校教育課長補佐（兼）総務係長が、会議録案を事前に送付した旨を説明し、
審議の結果、原案のとおり承認された。 

  
９．教育長等の事務報告 
  古澤教育次長が、真岡市教育委員会教育長等の事務報告を行った。 

 
10．議案 
  議案第１２号「令和５年度真岡市一般会計補正予算について」 
 青栁学校教育課長から、令和５年度真岡市一般会計補正予算について、教育国際交
流支援事業として燃料費の高騰等による航空運賃の値上がりのため、生徒の海外派遣
費が値上がりしていることに対し各中学校へ補助を行うための補正であると説明し、
審議となった。 
 大島委員より、大内中が台湾訪問予定となっているが具体的に決まっているのかと



の質問があり、青柳学校教育課長から、現在のところは台湾斗六市に行くということ
を検討している旨、鈴木学校教育課教育政策係長から、11 月上旬頃に台湾への派遣を

検討、大内中の姉妹校である北京第五中との交流が困難な状況が続いていることから、
今年度友好都市を締結した台湾斗六市は、真岡西中との交流も確立しており、現在ど
の学校がいいか検討を進めている旨説明 
また、青柳学校教育課長から、学習指導要領に位置付けられている原子力を含めた

資源エネルギー問題について正しく理解し、自ら考え判断する力を身につけられるよ
う、環境教育の充実を図ることを目的としたエネルギー教育推進事業を真岡中学校で
行うための補正であると説明し、審議となった。 
荒石生涯学習課長から、二宮コミュニティセンターの消防設備更新工事について、

センター内の自動火災報知器報知設備の受信機が点灯しない不具合が生じており、機
器が古く修理ができないため受信機を交換するための補正であると説明し、審議とな
った。 
 佐藤委員より、現在の設備は何年ぐらい使用したのかとの質問があり、荒石生涯学
習課長から、建物が平成９年に建てられたもので、設置後２６年が経過していると説

明。同委員より、煙を感知すると音が鳴るような設備かとの質問があり、荒石生涯学
習課長から、自動火災報知機は発信機と受信機があり、発信機は主に天井に設置され
ている。受信機は事務室にあり、表示板が点灯しどこから発信されているか分かる仕
組みになっている旨説明。同委員より、この設備交換は高額であるため、リース契約
はしないのか、また交換のための合い見積もりは取ったのかとの質問があり、荒石生
涯学習課長から、長期に利用するため一括購入をしている旨、受信機を交換は入札案
件のため２～３社から見積もりを取っている旨説明。 
 審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
議案第１３号「第二学校給食センター厨房設備の取得について」 
 細谷学校給食センター所長から、令和７年度の新第一学校給食センターの供用開始
に合わせて、第二学校給食センターの給食提供数を現行の１，３００食から２，００

０食に増やすために厨房設備を整備する事について議会の議決を求める旨説明し、審
議となった。 
 佐藤委員より、購入時期についての質問があり、細谷学校給食センター所長から議
会の承認後、7 月以降になる旨回答。同委員より、第二給食センターに整備した厨房
施設や今ある設備を新第一学校給食センターの供用開始時に配備するのかと質問が
あり、細谷学校給食センター所長から、新第一学校給食センターは令和７年度に供用
開始となり、厨房設備を第二から入れるのではなく、順次入れ替えていく旨説明。古
澤教育次長から、第一学校給食センターが老朽化し建て替えを検討する中、今後児童
生徒数が減少するため、新しく建てる第一学校給食センターの食数を検討した。今の
第一学校給食センター分を同じ食数作れるようにするのではなく、今よりも少ない食
数、５，０００食にして、残りは第二学校給食センターの増強で、対応しましょうと
いうことになった。第二学校給食センターについては１，３００食から２，０００食
に増やし、施設はあと２０年程度使える見込みである。使用できなくなったら、第一

学校給食センターで市内全部の給食を賄っていく。今回、新第一学校給食センターの
工事等がここに出てきていないのでわかりづらいと思うが、設備の導入や工事など、
同様に議会の議決が必要になり、現在調整中である旨説明。 
 小倉委員より、新しく入れる厨房設備で２，０００食作るのか、それとも今までの
ものと合わせて２０００食作るのか、また、今まで使用していたものは廃棄になるの
かとの質問があり、細谷学校給食センター所長から、令和５年度と令和６年度に分け
て設置・更新し整備する旨説明。古澤教育次長より、使ってきた施設の中で更新時期
に来ているものも含まれている。今も稼動しているところに設置するので、夏休み、
冬休み期間で設置・更新し、最終的には令和７年度から新第一学校給食センターの稼



働に合わせ、その時点で２，０００食作るように整備していく旨説明。 
 邑樂委員より、第二学校給食センターは旧二宮の学校が主かとの質問があり、細谷

学校給食センター所長から、旧二宮地区の３小学校３中学校、物部保育所に提供して
いると回答。 
 審議の結果、原案のとおり承認された。 
 
議案第１４号「真岡市民会館運営審議会委員の委嘱について」 
 伊澤文化課長から、真岡市民会館条例第１３条の規定により、真岡市民会館運営審
議会委員の委嘱するものであることを説明し、審議となった。 
 審議の結果、原案のとおり承認された。 
 

 
11．その他 
（１）令和５年７月の教育委員会について 
    高崎学校教育課長補佐（兼）総務係長から、７月の開催日程案について、７月  

２５日（火）午前１０時または、２８日（金）午後２時の２案を提案し、協議の
結果、７月２５日（火）午前１０時に決定される。 

 
 
12．閉会時間 午後２時３０分 
 
  
 


